
提

出

者

岡

田

克

也

平
成
十
四
年
五
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

七

四

号

「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」

等
有
事
関
連
三
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

74



「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」

等
有
事
関
連
三
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
し
、
以

下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
五
月
十
六
日
に
本
法
案
の
「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
つ
い
て
、
「
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
「
予
測
さ
れ
る
に
至
っ

た
事
態
」
の
定
義
に
関
す
る
統
一
見
解
を
示
し
た
。
即
ち
、

〇
「
予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
態
」
と
は
「
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
意
図
が
推
測
さ
れ
、
武
力
攻
撃
を
行
う
可
能

性
が
高
い
と
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
事
態
」
、

〇
「
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
と
は
「
我
が
国
へ
の
武
力
攻
撃
が
発
生
す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
が
客
観
的

に
認
め
ら
れ
る
事
態
」
、

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
定
義
に
つ
い
て
、

�

「
武
力
攻
撃
の
意
図
を
推
測
」
し
た
り
、
「
客
観
的
に
判
断
」
あ
る
い
は
「
認
め
る
」
の
は
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
行

一



う
の
か
。

�

政
府
は
、
あ
る
事
態
が
「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
個
別
具
体
的
に
「
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
」
、

「
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
」
場
合
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
客
観
的
」
な
判
断
基
準
は
何
か
。
ま
た
本
法
の
恣
意
的

な
適
用
を
避
け
る
た
め
に
も
、
適
用
に
際
し
て
「
対
処
基
本
方
針
」
に
、
そ
の
客
観
的
な
理
由
を
具
体
的
に
示
す
よ
う
に

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
出
来
な
い
場
合
、
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。

�

「
国
に
準
ず
る
者
」
に
つ
い
て
、
「
予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
態
」
や
「
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
例
示
な
い
し
客
観
的
な
基
準
が
十
分
示
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
者
に
よ
る
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が

想
定
さ
れ
る
か
。

�

自
衛
隊
法
第
七
十
八
条
に
定
め
る
「
治
安
出
動
」
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
「
間
接
侵
略
」
は
、
本
法
案
に
お
け
る
「
武

力
攻
撃
事
態
」
に
あ
た
る
場
合
は
あ
り
え
な
い
の
か
。
本
法
案
の
「
対
処
基
本
方
針
」
に
、
「
治
安
出
動
」
が
含
ま
れ
る

場
合
が
あ
る
か
。
本
法
と
「
治
安
出
動
命
令
」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

以
上
、
定
義
に
つ
い
て
は
未
だ
曖
昧
な
点
が
多
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
定
義
を
法
文
上
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
政
府
の
方
針
は
ど
う
か
。
必
要
で
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

二



二

本
法
案
第
九
条
第
十
三
項
並
び
に
第
十
四
項
に
よ
れ
ば
、
「
対
処
措
置
」
の
終
了
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
判
断
に

よ
り
「
対
処
基
本
方
針
の
廃
止
」
を
閣
議
決
定
の
後
、
国
会
に
報
告
し
公
示
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
対
処
措

置
を
実
施
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
国
会
が
判
断
し
た
場
合
の
規
定
が
な
い
。
民
主
的
統
制
を
よ
り
確
実
に
担
保
す
る
た

め
、
武
力
攻
撃
事
態
へ
の
「
対
処
措
置
」
を
国
会
の
決
議
な
ど
に
よ
り
終
わ
ら
せ
る
規
定
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
の

規
定
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
、
法
制
上
の
何
ら
か
の
支
障
は
あ
る
か
。
法
制
上
の
支
障
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
規
定
を
入

れ
る
こ
と
に
関
し
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

三

本
法
案
第
九
条
に
規
定
さ
れ
る
「
対
処
基
本
方
針
」
の
国
会
に
よ
る
承
認
手
続
き
に
よ
れ
ば
、
「
予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た

事
態
」
に
お
け
る
「
対
処
基
本
方
針
」
の
国
会
承
認
は
、
「
対
処
措
置
」
が
開
始
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
も
よ
い
形
式
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
「
予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
態
」
で
は
、
原
則
と
し
て
事
前
の
国
会
に
よ
る
承
認
と
さ
れ
て
い
る
「
防

衛
出
動
」
時
と
比
べ
て
、
緊
急
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

�

民
主
的
統
制
の
観
点
か
ら
、
「
対
処
基
本
方
針
」
は
、
「
防
衛
出
動
」
と
同
じ
く
、
原
則
と
し
て
事
前
の
国
会
承
認
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
る
法
制
上
の
不
都
合
は
あ
る
の
か
。

�

法
制
上
不
都
合
が
な
い
場
合
、
本
法
案
で
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
事
後
の
承
認
と
し
て
い
る
の
か
。三



四

「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
お
い
て
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
「
対
処
基
本
方
針
」
の
一
部
に
つ

い
て
国
会
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
問
題
の
部
分
を
除
外
し
た
部
分
に
つ
い
て
国
会
の
承
認
が
な
さ
れ
、

「
対
処
措
置
」
の
実
施
に
移
れ
る
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

五

本
法
案
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
、
「
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
国
民
の
自
由
と
権
利
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
制
限
は
武
力
攻
撃
事
態
に
対
処
す
る
た
め
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
公
正
か
つ
適
正
な
手
続
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
規
定
に
よ
っ
て
基
本
的

人
権
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
る
の
か
。
「
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
公
正
か
つ
適
正
な
手

続
」
と
判
断
す
る
具
体
的
な
基
準
は
何
か
。
今
後
の
法
整
備
に
あ
た
っ
て
、
各
個
別
法
が
本
規
定
に
反
し
な
い
と
い
う
こ
と

を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。

六

本
法
案
第
二
十
二
条
に
示
さ
れ
た
「
事
態
対
処
法
制
の
整
備
」
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
条
で
「
二
年
以
内
を
目
標
」
と
し

て
い
る
が
、
極
め
て
曖
昧
な
規
定
の
仕
方
で
あ
っ
て
、
何
ら
政
府
を
拘
束
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
「
そ
の
緊
要
性
に

か
ん
が
み
」
と
し
つ
つ
も
、
な
ぜ
「
二
年
」
で
あ
り
、
な
ぜ
「
目
標
」
で
あ
る
の
か
。

七

本
法
案
第
二
十
四
条
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
事
態
以
外
の
緊
急
事
態
へ
の
対
処
へ
の
施
策
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
。

四



�

具
体
的
に
、
テ
ロ
や
不
審
船
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
政
府
は
現
行
法
制
で
十
分
対
処
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
。

�

十
分
と
す
る
場
合
、
現
在
の
法
制
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
る
の
か
、
具
体
的
な
法
令
、
適
用
条
文
を
挙
げ
て
の
説
明
を

求
め
る
。

�

不
十
分
と
す
る
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
不
十
分
と
認
識
し
て
い
る
か
。

八

「
武
力
攻
撃
事
態
」
へ
の
対
処
に
あ
た
っ
て
、
本
法
案
で
規
定
さ
れ
る
「
対
処
基
本
方
針
」
の
国
民
へ
の
「
公
示
」
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。
刻
々
と
変
化
す
る
情
勢
、
政
府
の
対
応
状
況
な
ど
、
国
民
へ
の
適
正
な
情
報
公
開
・
提
供
に
つ
い

て
、
政
府
の
責
務
と
し
て
法
文
上
に
明
記
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
公
権
力
の
行
使
に
伴
っ
て
生
じ
た
人

権
の
制
約
に
係
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
必
ず
公
表
す
る
よ
う
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

九

「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
お
け
る
司
法
手
続
に
つ
い
て
、
政
府
は
法
整
備
の
方
針
を
本
法
案
に
明
記
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
ど
う
か
。
「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
お
い
て
、
国
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
の
不
服
申
立
て
・
補
償
・
賠
償
な
ど
に

関
す
る
規
定
、
具
体
的
手
続
な
ど
を
可
能
に
す
る
た
め
に
事
後
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
法
律
の
整
備
や
手
続
き

に
つ
い
て
方
針
を
明
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

十

本
法
案
第
二
十
一
条
第
二
項
で
、
事
態
対
処
法
制
の
整
備
へ
の
基
本
方
針
で
、
国
際
人
道
法
の
的
確
な
実
施
の
確
保
が
謳

五



わ
れ
て
い
る
が
、
文
民
保
護
、
非
人
道
的
行
為
の
処
罰
、
捕
虜
の
待
遇
等
を
定
め
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
関
連
の
国
内
法
整
備

は
、
他
の
個
別
法
適
用
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
方
針
で
整
備
す
る
の
か
。

十
一

政
府
は
、
本
法
案
を
「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
お
け
る
大
枠
を
定
め
る
基
本
的
法
律
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
地
方
公
共

団
体
と
の
十
分
な
協
議
も
な
く
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
「
指
示
」
、
「
代
執
行
」
を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
の
本
旨

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
態
勢
整
備
と
予
算
措
置
が
必
要
と
な
る
の
か
。

十
二

政
府
答
弁
で
は
、
「
報
道
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
法
律
上
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
本
法
案
で
「
報
道
の
自
由
を
保
証
す
る
」
旨
、
明
記
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

以
外
の
報
道
機
関
は
、
「
報
道
の
自
由
」
の
観
点
か
ら
、
指
定
公
共
機
関
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
は
ど
う
か
。

十
三

本
法
案
第
二
条
第
四
項
で
、
指
定
公
共
機
関
を
政
令
で
定
め
る
と
し
て
い
る
が
、
指
定
公
共
機
関
に
つ
い
て
は
法
文
上

で
明
記
す
べ
き
と
考
え
る
。
本
法
案
並
び
に
事
態
対
処
法
制
の
個
別
法
に
明
記
す
る
と
の
趣
旨
を
本
法
案
に
書
き
込
む
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

六



十
四

指
定
公
共
機
関
へ
の
「
指
示
」
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
等
の
対
処
措
置
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の

か
、
そ
の
方
針
・
内
容
、
手
続
き
に
つ
い
て
明
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
指
示
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
場
合
の
措
置
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

十
五

「
周
辺
事
態
」
と
の
関
係
が
未
だ
に
曖
昧
で
あ
る
。
「
周
辺
事
態
」
の
い
わ
ゆ
る
六
類
型
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
政
府

は
六
類
型
す
べ
て
の
「
周
辺
事
態
」
と
「
予
測
事
態
」
と
の
同
時
認
定
を
否
定
し
て
い
な
い
が
、
六
類
型
ご
と
に
可
能
性
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

十
六

「
周
辺
事
態
」
と
「
我
が
国
へ
の
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
」
事
態
が
並
存
し
た
場
合
、
わ
が
国
周
辺
に
お
い
て
活
動
す

る
米
軍
に
対
し
て
武
器
・
弾
薬
は
提
供
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
可
否
に
お
い
て
、
憲
法
や
集
団
的
自
衛
権
と
の
関
係
は
ど
う

か
。

十
七

「
周
辺
事
態
」
と
「
武
力
攻
撃
が
予
測
さ
れ
る
事
態
」
と
が
並
存
し
た
場
合
、
地
方
公
共
団
体
と
国
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
「
協
力
」
と
「
指
示
」
と
を
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
の
か
。
「
協
力
」
し
な
か
っ
た
場
合
と
「
指
示
」
に
従
わ
な
か
っ

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
。

十
八

政
府
答
弁
で
は
、
米
軍
に
対
し
て
は
、
日
本
法
令
を
尊
重
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
任
意
規
定
だ
け
で
、
原
則
と
し
て

七



日
米
地
位
協
定
以
外
に
は
、
な
ん
ら
行
動
を
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
米
軍
の
行
動
に
つ
い
て
、
現
在
の
日
米

地
位
協
定
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

十
九

「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
お
け
る
行
動
に
際
し
て
、
米
軍
が
万
一
、
日
本
国
民
の
生
命
・
身
体
に
危
害
を
与
え
た
り
、
人

権
や
財
産
を
侵
害
し
た
場
合
の
措
置
に
つ
い
て
、
政
府
の
対
応
方
針
を
明
示
願
い
た
い
。
特
に
、
こ
の
場
合
、
補
償
や
救
済

措
置
は
直
接
米
軍
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
政
府
に
請
求
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

二
十

万
一
、
内
閣
総
理
大
臣
が
何
ら
か
の
事
情
で
任
務
遂
行
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
、
本
法
案
で
規
定
さ
れ
て
い
る
権
限

の
承
継
順
位
に
つ
い
て
、
法
案
に
は
規
定
が
な
い
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
考
え
か
。
承
継
順
位
や
手
続
等
を
法

文
上
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
十
一

万
一
、
国
会
が
開
会
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
「
対
処
基
本
方
針
」
の
承
認
手
続
き
を
ど
う
す
る
の

か
。

「
自
衛
隊
法
及
び
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

二
十
二

政
府
答
弁
で
は
、
戦
闘
行
為
が
始
ま
っ
た
場
合
、
「
戦
闘
地
域
」
で
は
自
衛
隊
法
第
八
十
八
条
に
基
づ
く
行
動
で
あ

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
武
力
の
行
使
に
係
る
行
動
に
つ
い
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
解
釈
と
、
「
武
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力
攻
撃
事
態
」
へ
の
「
対
処
措
置
」
と
の
関
係
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
「
戦
闘
地
域
」
の
範
囲
は
ど
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
の
か
。
特
に
、
「
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
案
」
及
び
同
法
案
で
整
備
さ
れ

る
予
定
の
個
別
法
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
「
戦
闘
地
域
」
に
残
さ
れ
た
市
民
の
基
本
的

人
権
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

「
安
全
保
障
会
議
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

二
十
三

安
全
保
障
会
議
の
下
に
、
平
時
か
ら
存
在
す
る
機
関
と
し
て
「
事
態
対
処
専
門
委
員
会
」
の
設
置
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
「
対
処
基
本
方
針
」
な
ど
の
策
定
作
業
で
、
実
質
的
に
相
当
な
影
響
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
想
定
さ
れ
る
活
動

の
概
要
、
運
営
や
組
織
の
あ
り
方
、
予
算
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

二
十
四

「
事
態
対
処
専
門
委
員
会
」
の
「
委
員
は
内
閣
官
房
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
」
（
第
八
条
第
五

項
）
と
し
て
い
る
が
、
委
員
は
関
係
行
政
機
関
の
職
員
だ
け
で
十
分
で
あ
る
か
。
広
く
民
間
な
ど
か
ら
も
危
機
管
理
の
専
門

家
を
常
任
委
員
と
す
る
方
針
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

九


